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便
利
さ
の
不
足
を
挙
げ
る
人
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
参
考
と
し
ま
す

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
涯
学
習
や
文

化
芸
術
活
動
、
地
域
社
会
活
動
な
ど
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
由
記
載

欄
に
お
い
て
は
、
道
路
環
境
や
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
、
子
育
て
、
教
育
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
は
、
企
画
課
や
各
コ
ミ
セ
ン
、
川

西
・
大
正
支
所
で
閲
覧
可
能
な
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
帯
広
市

の
住
み
ご
こ
ち
や
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
な
実
感
を
持
っ
て
い
る
か
を
調
査

す
る
た
め
、「
市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、無
作
為
に
抽
出
し
た
18
歳

以
上
の
市
民
３
０
０
０
人
の
う
ち
、１
５

６
７
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
住
み
や
す
い
と

　
８
割
以
上
が
回
答

　

帯
広
市
は
「
住
み
や
す
い
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」と

回
答
し
た
人
の
合
計
は
、
81
・
0
％
と

な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

過
去
10
年
で
見
て
も
、
継
続
し
て
８

割
を
超
え
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
住
み
に
く
い
」
ま
た
は
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
に
く
い
」
と
回

答
し
た
理
由
と
し
て
は
、
交
通
の
不
便

さ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
商
業
施
設
の

充
実
度
の
低
さ
、
出
産
・
子
育
て
環
境

の
充
実
度
の
低
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
気
候
や
自
然
環
境
が

　
定
住
意
識
に
も
影
響

　

帯
広
市
に
「
住
み
続
け
た
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
71
・
8
％
と
な
り
、

前
回
調
査
か
ら
2
・
6
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
ま
し
た
。（
図
２
）

　

住
み
続
け
た
い
理
由
と
し
て
、
気
候

の
良
さ
や
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
多
く

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

一
方
で
、
帯
広
市
か
ら
移
り
た
い
理

由
と
し
て
、
ま
ち
の
魅
力
や
都
市
的
な

市
民
の
皆
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
感

市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
本
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
実
施
し
た　
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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表１　住み続けたい理由（複数回答）
主な理由（上位三つ） 回答割合

1 気候が好きだから 40.2％

2 自然に恵まれているから 35.3％

3 親戚や知人が多いから 22.3％

表２　移りたい理由（複数回答）
主な理由（上位三つ） 回答割合

1 まちに魅力が少ないから 29.2％

2 都市的な便利さが不足しているから 24.8％

3 公共サービスの質が低いから 19.3％

図１　住みごこちについて
※カッコ内は前回調査の数値

住みにくい
1.6％（1.0％）

住みやすい
34.0％（38.1％）

どちらかといえば住みにくい
5.0％（4.9％）

どちらともいえない
12.3％（12.1％）

どちらかといえば住みやすい
47.0％（43.9％）

図２　定住意識について
※カッコ内は前回調査の数値

できれば他の市町村に移りたい
10.8％（8.1％）

どちらともいえない
17.4％（17.5％）

住み続けたい
71.8％（74.4％）

　

住
宅
に
隣
接
し
て
い
る
土
地
で
あ
っ

て
も
、
塀
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
で
仕
切
ら

れ
、
住
宅
と
直
接
行
き
来
で
き
な
い
場

合
は
住
宅
用
地
と
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
、
住
宅
と
一
体
と
し
て
利
用

し
て
い
る
敷
地
内
に
事
業
用
と
認
め
ら

れ
る
敷
地
が
存
在
す
る
場
合
や
、
住
宅

を
店
舗
や
事
務
所
へ
変
更
し
た
場
合
な

ど
は
、
住
宅
用
地
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
を
建
築
中
ま
た
は
、
建

築
予
定
の
土
地
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

既
存
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
を
建
築
中

な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
土
地
に

つ
い
て
は
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
土
地
や
家
屋
の
使
い
方
が

　
変
わ
っ
た
場
合
は
連
絡
を
！

　

隣
接
す
る
土
地
を
購
入
し
た
、
建
物

を
解
体
し
た
、
店
舗
を
閉
じ
て
住
宅
と

し
て
利
用
し
て
い
る
な
ど
、
土
地
や
家

屋
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

資
産
税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
な
ど
で
住
宅
以
外

に
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
家
屋
を

把
握
し
た
場
合
、
所
有
者
に
利
用
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
調

査
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
敷
地
は

税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

土
地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
土
地
や
家
屋
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
２
）

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
評

価
額
を
基
に
算
出
し
た
課
税
標
準
額
に
、

税
率
（
表
１
）
を
乗
じ
て
算
定
し
、
賦

課
期
日
（
１
月
１
日
）
時
点
で
所
有
す

る
家
屋
や
土
地
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

賦
課
期
日
に
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど

（
以
下
、「
住
宅
」）
が
建
っ
て
い
る
敷

地
は
、
土
地
に
か
か
る
税
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

住
宅
と
、
そ
の
住
宅
に
付
属
す
る
庭

や
自
家
用
駐
車
場
を
、
段
差
や
仕
切
り

な
ど
が
な
く
、
一
体
と
し
て
利
用
し
て

い
る
敷
地
は
、
庭
や
駐
車
場
も
含
め
て

住
宅
用
地
と
認
定
さ
れ
ま
す
。（
図
）�

　

住
宅
用
地
は
面
積
に
応
じ
て
、
小
規

模
住
宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け

て
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す（
表
１
・

２
）。
た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
面
積
の

上
限
は
、
住
宅
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で

で
す
。
ま
た
、
店
舗
や
事
務
所
と
の
併

用
住
宅
は
、
居
住
部
分
の
割
合
（
全
体

の
床
面
積
の
４
分
の
１
以
上
あ
る
こ
と

が
条
件
）
に
よ
り
、
特
例
措
置
の
適
用

面
積
が
変
わ
り
ま
す
。

　

特
例
措
置
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
毎

年
５
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
７

頁
の
用
地
認
定
欄
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。「
住
宅
用
地
」「
一
部
非
住
用
」
と

記
載
が
あ
る
場
合
は
適
用
さ
れ
て
お
り
、

「
非
住
宅
用
地
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
適
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例

（例）敷地面積300平方メートルの１戸建住宅の場合
図

200平方メートル分は小規模住宅用地となり、
残り100平方メートル分は一般住宅用地となります。

①小規模住宅用地
　200平方メートル

表１　住宅用地に対する課税標準の特例と税率
固定資産税 都市計画税

評価額の
６分の１

評価額の
３分の１

評価額の
３分の１

住宅用地の区分

評価額の
３分の２

1．4％ 0．3％

小規模住宅用地
住宅１戸当たり
200平方メートルまで

一般住宅用地
住宅１戸当たり
200平方メートルを
超える部分

課
税
標
準
額

税
率

①

②

表２　住宅用地の特例が適用された税額の計算例
　　　（評価額を360万円と仮定した場合）

固定資産税 都市計画税

240万円×1/6
＝40万円…Ａ

240万円×1/3
＝80万円…Ｂ

120万円×1/3
＝40万円…Ｃ

住宅用地の区分

120万円×2/3
＝80万円…Ｄ

（A＋C）×1.4％
＝１万1200円

（B＋D）×0.3％
＝4800円

小規模住宅用地分
200平方メートル
＝240万円

一般住宅用地分
100平方メートル
＝120万円

課
税
標
準
額

税
額

①

②

合計 360万円

②一般住宅用地
　100平方メートル
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問
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せ

住
宅
用
地
と
は

住
宅
用
地
に

認
定
さ
れ
な
い
事
例

　
　
　
　
　
　
　

企
画
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
５
）

問
い
合
わ
せ


